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令和５年度 江東区立   学校 自己評価表 

校長名 近藤 啓太          

 目標に向けた取組についての自己評価  
 
  

重点領域１ 学習意欲・生きる力の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

○主体的・対話的に取り組ませ

る工夫、分かる授業の工夫を全

教員が実践する。 
○夏季休業中等を活用し、
Off-JT に積極的に取り組む。   

85％ 
 

 

保護護者・生徒アンケートでの

「授業が分かる」の項目で 90％

以上 
  

96％ Ａ 

２ 

生徒の実態に応じた「朝学習」
「昼読書」「チャレンジウェン
ズデー」を効果的を検証しなが
ら実践させ、成果を実感させ
る。 

90％ 

「朝学習」「昼読書」「チャレ
ンジウェンズデー」の取組を通
して、「学力が定着・向上した」
の項目で７０％以上 
 

79％ Ａ 

３ 
各種検定試験を地域学校協働
本部等と協力し実践的な学力
を身につけさせる。 

100％ 

各種検定（漢検、数検、英検等）

試験への受験率、合格率が昨年

度以上 

81％ Ａ 

４ 
生徒の探究心を呼び起こすに
ための教材研究をアンテナ高
く日常的に行う。 

100％ 
「世の中の課題や解決策を考
え、SDGｓ達成に向けて行動でき
た」が８０％以上。 

81％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・全教員が、子どもの学力の定着・向上のために分かる授業を目指した工夫を行った。更に、主体的・
対話的に取り組ませる実践を工夫する。 
・IT リテラシーを高められるように、学校全体で特に総合の時間でのクロームブックの利用を推進する。
家庭学習での活用法を指導する。 
・朝学習を最大限生かすためには生徒が自律して学習する必要がある。金曜日にまとめのテストを行い
理解度を測るなどの取組を行う。 
・チャレンジ・ウエンズデーは、総合的な学習の時間で月ごとのテーマを決め記録する。到達度を可視
化するなどの取組を行う。 
・３教科において、朝学習や放課後自主活動を活用し、意図的・計画的に取り組ませる。 
・ＳＤＧｓを探究する活動計画を見直す。区の施策のｓｐｅａｋｕｐプログラムを取り入れながら、他
学年とも連携し発表をしあう中で発信力を高める。 

 
 
 

重点領域２ 豊かな心と健康な身体の育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

道徳の授業において教材開発

や発言しやすい学級づくりに

務める。 

100
％ 

「多様な生き方を知り、尊重す

ることができる」が９０％以上 86％ Ａ 

２ 

〇生活指導部会での情報共有

を図り、SC や関係諸機関等を

活用しながら、いじめの早期解

消に努める。 

〇生活記録や観察、SC とのカ

ウンセリングや三者面談等に

おいて、生徒の悩みや相談に対

して親身に対応する。 

100
％ 

「安全・安心な学校生活が送れ

ている」が 

９０％以上 

92％ Ａ 
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 ２ 

３ 

不登校生徒への支援や保護者

との連携を密にとり、生徒の家

庭以外の居場所をつくる。 

100
％ 

４月当初の不登校生徒が一部で

も学校教育に接することができ

た。 

－ Ａ 

４ 

〇特別支援学級の指導、交流授

業を通して共に生きる力を育

成する。 

〇特別支援委員会での情報共

有や個別の指導計画を基に、全

教員で合理的な支援を行う。 

88％ 

〇「特別な支援を受けている生

徒・保護者が成長を実感できる」

が６０％以上 

〇「学校の教職員が生徒のこと

を理解してくれている」と感じ

る生徒が９０％以上 

  

96％ 
 

90％ 
Ａ 

５ 

「あ・じ・み・こ・し（挨拶、

時間、身だしなみ、言葉遣い、

集中力）」の指導を徹底する。   

100
％ 

「あ・じ・み・こ・し」の実践

自己評価が９０％以上 78％ Ｂ 

６ 

「弁当の日」の実践や給食指

導・食育を通して、健康的な自

立心を育成する。 

100
％ 

「毎日の給食や弁当の日を通し

て自分の健康を考える機会がも

てる」が９０％以上 

84％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・縦割りの全体道徳を継続させる。意見を出しやすくするためには少人数でグループを作る必要がある。
リーダーシップをとれる生徒の育成が不可欠である。 
・いじめや不安などについては、面倒なことになることを怖れアンケートに書かない風潮がある。アン
ケート以外に生徒から意見を引き出せるよう、グループ・エンカウンターや相談週間を活用する。 
・教員間でどんなに小さいことでも声に出すことでよりよい手立てがあちこちから提示されるので、共
有する。 
・生活指導や特別支援委員会等の校内委員会で情報共有を密に行い、多様な状況に組織的に対応する。 
・交流及び共同学習においては、運動会の学年練習の段階で交流を進め、授業やその他の行事に活題し
ていく。また、実技教科を中心に、交流授業を増やしていく。 
・全教員が学校生活支援シートの作成をできるようにする。 
・教室移動が多く、時間にギリギリなことが自己評価を下げているので、授業の内容によって教員が時
間を管理する必要もある。 
・取り組み１０年を迎えマンネリ化することなく、「自分で弁当を作る力」を育ませる事前指導を充実さ
せる。 

 
 
 
 

重点領域３ 本校の実態に基づいた家庭・地域と連携、生徒数の増加 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

ボランティア活動を通して地

域の一員としての自覚と自己

肯定感を高める指導を行う。 

71％ 

地域清掃・地域行事等を通して

培った地域への帰属感８０％以

上 

87％ Ａ 

２ 

学校ＨＰの内容を充実させる。

生徒の変容に対応し、各種通信

等を不定期に発行する。 

100％ 

学校便り・ＨＰ等から「学校の

様子が分かる」という保護者が

９０％以上 

100％ Ａ 

３ 
生徒・PTA と一体になって広報

活動を充実させる。 
77％ 

生徒数が今年度を上まわる（＋
１０人）。 ０ Ｃ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・地域との交流は、いつ、どこでといった地域とのつながりの計画が立てにくいため、来たるべき時の
ために、朝学習に音楽の日を設定するなどして、全校で歌える準備をしておく。 
・学校での取り組みがより伝わる HP を更新していく。 
・小学校の公開と重ならないよう調整する。新入生のターゲットの変更が必要であろうか？ 

 
 

重点領域４ 特別活動の活性化・部活動の充実・キャリア教育の充実 
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 ３ 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

学校行事、生徒会、部活動等す

べての教育活動を通して、全生

徒に主体的に活動させる機会

を多く作る。 

100％ 

〇学校行事に主体的な取り組み

をした生徒が９０％以上 

〇生徒会や部活動等に主体的に

取り組み、達成感・成就感を得

た生徒が９０％以上  

86％ 
 

88％ 
Ａ 

２ 
部活動を通して生徒の向上心

を育成する。 
93％ 

部活動（地域の活動含む）に加

入する生徒が８０％以上 
89％ Ａ 

３ 
生き方、在り方について考える
キャリア教育を推進する。 

100％ 

自分の生き方を考え、社会の中
で生きていくための力が向上し
ていると感じる生徒が８０％以
上 

86％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・自己肯定感が上がるよう、あたりまえのことをあたりまえとせず言葉に承認する必要があ
る。また、生徒会や部活動において、自己有用感が高まる取組を企画する。 
・各講演前の事前指導を充実させ、興味をもたせる。 
ワークショップ等の体験型の講演の実施する。 

 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


